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呉市立蒲刈中学校生徒指導規程 

（令和５年６月改訂） 

 

第１章 総則 

【 目的 】 

第１条 この規程は，本校の教育目標を達成

するためのものであり，生徒が自主的・自

立的に充実した学校生活を送る上で必要な

事項を定めるものである。 

学校教育目標「未来を拓く生徒の育成」 

 

第２章 学校生活に関すること 

【 授業規律 】 

第２条 意欲的な学習につなげるために次

のことを心がける。 

(1) 授業の開始前には席に着く。（ノーチ

ャイム） 

(2) 休憩時間には，授業の準備や用事を済ま

せる。 

(3)  始業，終業のあいさつは姿勢を正す。 

椅子を机の中に入れて起立する。 

(4) 授業中，発言する時は挙手を行い，指名

を受けたら返事をして立って発表する。そ

の際,椅子を机の中に入れる。 

【 学校生活 】 

第３条 社会の一員としてふさわしい行動

を身につけるよう心がける。 

(1)  ５分前行動をし，次の活動への意識を

高める。 

(2)  「おはようございます」「さような

ら」「ありがとうございます」「失礼しま

す」 など気持ちの良い挨拶をする。 「は

い」「いいえ」「・・です」などはっきり

最後まで話し，敬語を正しく使う。 

(3)  校舎内外の美化に努める。 

(4)  公共物を傷つけたり，破損したりしな

いようにする。もし，破損したら先生に届

ける。弁償する場合もある。 

(5)  貴重品（多額のお金など）は持って来な

いようにする。万一持って来たときは，朝

のうちに先生に預け，下校時に受け取る。 

(6)  学校生活に不要なものは持って来な

い。万一持って来たときは，朝のうちに

先生に預け，下校時に受け取る。 

(7) 携帯電話等の校内持ち込みは禁止す

る。ただし，特別な事情がある場合，学

校長へ申し出る。 

(8) 土曜日，日曜日，祝日，休暇中に校舎

・ 校具を使用したい場合は，学校長の許

可を得る。 

【 登下校 】 

第４条 事故の無いように安全に注意し登

下校を行う。 

(1) 始業  

① ８時１０分始業。読書活動開始。 

 ② 欠席及び遅刻の場合，７時３０分～８
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時００分までに保護者が欠席・遅刻の理

由を学校に連絡する。 

 ③ 事前にわかっている早退は，保護者が

理由・時間・早退時の下校方法（送迎す

る人や下校手段等）を学校に連絡する。 

(2)  登下校には安全な通学路を通る。 

(3)  遅刻しないよう，余裕をもって家を出

る。 

(4)  下校時間は３月～１０月末までは１７

時３０分（部活動終了時間１７時２０分），

１１月から２月末までは１７時００分（部

活動終了時間１６時５０分）とする。 

※ 部活動は，水曜日は休養日とする。また，

土日はどちらかを休養日とする。 

(5)  登校後は校外に出ない。ただし，事情

のある場合は先生の許可を得る。 

(6)  下校後は速やかに安全に帰宅する。 

(7)  登下校中の買い食いは禁止する。休業

中も同様である。 

(8)  自転車通学は禁止する。 

(9)  下蒲刈・田戸・宮盛・大浦の生徒はバス

を利用して通学をする。 

 ① 時間を確認し，５分前にはバス停に着

いておく。 

 ②  車内では，席を立ったりせず，飲食を

しない等，乗車マナーをしっかり守る。 

 ③  運転手さんに，気持ちの良い挨拶をす

る。 

  ④  降車時には周囲の状況に注意する。 

【 服装 】 

第５条 清潔で整った服装をするように心

がける。  

(1)  服装などは正しく着用し，下着を着用

する。下着はカッターシャツから色や柄

が見えないものとする。 

(2)  制服下の衣服（セーター・カーディガ

ン）については，制服の裾や袖から出ない

ようにする｡  

(3)  ハイネックセーターは着用しない｡  

２  制服 

(1)次に示す制服を着用する。 

①  標準学生服を基準として極端な型変わ

りのものは着用しない。 

ア 黒の詰め襟 

イ 黒のズボン 

ウ 紺のテーラード･ジャケット 

エ 紺のプリーツスカート 

※スカート丈はひざ丈を基準とす

る。 

オ 白無地のカッターシャツ  

②  男女のカッターシャツおよび黒詰め襟

のホック・第一ボタンは留める。ただし，

夏季においては，カッターシャツの第一

ボタンは外しても良い。 

(2) 名札は学校指定のものを左胸部につけ

る。 
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(3) 通学用シューズは白とする。ラインやソ

ールも白とする。 

(4) 靴下は白とする。靴下のワンポイント

は可とするが，１０円玉の大きさ（直径

２．３㎝）までとする。ルーズソックス

およびくるぶしの出るソックスは履かな

い。 

(5) 防寒具  

 ① 登下校時に学校が認めたウインドブレ

ーカーを着用してもよい｡ ウインドブレ

ーカーは｢白または黒を基調とした，学校

が認めた物に準じた華美でないもの｣と

する。  右図参照 

 ② 手袋・マフラー・ネックウォーマーの

着用は許可するが，校舎内では使用しな

い｡色は派手でないものとする。  

  ③  ストッキングはベージュ色または黒色

のものを使用する。 

 ④ セーター・カーディガンは，無地のＶ

ネック（色は黒または紺）とする。 

 ⑤ 教室内では上着を脱いでセーターだけ

でも良いが，廊下や体育館などでは上着

を着用する。 

(6) 体操服 学校指定のものを使用する。 

(7) 帽子  学校指定のものを使用する。 

(8) 上履き かかとがあるものとする。色は

白とする。 

(9) 体育館シューズ 学校指定のものを使

用する。 

(10) カバン 学校指定のものを使用する。

体操服など荷物が多い場合は，補

助用のものを用意しても良い。学

校指定のカバンには，５㎝×５㎝

程度の装飾品を１個まで付けても

良い。 

３ 原則として６月１日，１０月１日を衣替

えとする。 

４ 休業中の服装 

(1) 部活動の服装・靴で登下校しても良

い。 

(2) 部活動以外の場合は制服で登下校す

る。指示があった場合は体操服でも良

い。 

５ オンライン授業時の服装は，登校時の服

装に準じた制服を着用する。 

【 髪型 】 

第６条 社会の一員としてふさわしい，清潔

感のあり，学習と運動に適した髪型とする。 

(1)  男子は前髪が目にかからないよう，ま

た，後ろ髪は襟にかからないようにする。

横は耳が隠れないようにする。ツーブロッ

ク，ソフトモヒカン，整髪料を使用して髪

を立てることは禁止とする。 

(2)  女子は前髪が目にかからないよう，ま

た，後ろ髪は肩にかからないようにする。

長くなったら耳より下の位置でゴムまた
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はピンで留める。ピン，ゴムの色は黒，紺，

茶とする。お団子，触角（前髪の両端を長

くして垂らすこと），ポンパドール（前髪

を上に上げておでこを出すこと）は禁止と

し，耳より下で結んだ三つ編みや後ろ髪が

肩にかかっていないハーフアップは許可

する。 

２ 次のことを禁止する。 

(1)  カール，パーマ，脱色，染色 

(2)  明らかな髪質・髪型を変化させる整髪

料使用（ただし，清潔感のある髪型のた

めの整髪料（無香料のもの）使用は許可） 

３ 違反があった場合，特別な指導を行う。 

【 化粧・装飾・装身具 】 

第７条 次のことを禁止する。 

(1) 口紅（色つきリップクリームを含む），

マスカラ等の化粧類 

(2) マニキュア等の爪や皮膚への装飾 

(3) ピアス，指輪，ネックレス，ブレスレッ

ト，サングラス，カラーコンタクト等の装

身具 

(4) 眉毛のそり落とし，まつげの加工 

２ 違反があった場合，特別な指導を行う。 

【 校外生活 】 

第８条 校外でも，社会の一員としてのマナ

ーを意識する。 

(1)  娯楽施設（映画館・カラオケ・ボーリン

グ場・ゲームセンター・ゲームコーナー）

は保護者の同意・許可のもと，使用する。

保護者と連絡が取れ，近くにいる状態で

あれば，保護者の管理責任のもと，生徒

だけでの利用を許可する。 

(2) 外出するときは，必ず保護者に行動予定

を知らせる。 

(3) アルバイトについては原則禁止とする。

アルバイトをする場合は，学校長の承認を

得る。 

 

第３章 特別な指導に関すること 

【 問題行動への特別な指導 】 

第９条 次の問題行動を起こした生徒で，教

育上必要と認められる場合は，段階に応じ

た特別な指導を行う。 

第１段階―本人への説諭，事実・反省・宣誓

の文書作成および保護者との連携【家庭連

携】 

第２段階―第１段階の指導を踏まえた保護者

との連携【保護者に来校を求め対応】 

第３段階―第２段階までの指導を踏まえた学

校からの懲戒【校内反省個別指導】 

（１） 第１段階「家庭連携」 

 次の行為があった場合，第１段階以上の指

導を行う。 

① 服装規定違反が繰り返される場合 

② 授業中の態度に問題がある場合 

③ 不要物を持ち込んだ場合 
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④ 人としてマナーに反する言動を行った

場合 

⑤ 道路交通法違反および通学違反をした

場合 

⑥ その他，学校が教育上指導を必要とす

ると判断した場合 

（２） 第２段階「保護者に来校を求め対応」 

次の行為があった場合，第２段階以上の指

導を行う。 

① 第１段階の指導で改善ができない場合 

② 不要物持ち込みのうち，危険物や授業

の妨げになるものを故意に持参・使用し

た場合（携帯電話を含む） 

③ 携帯電話やインターネットにより他人

を誹謗中傷したり，不正な利用をしたり

した場合 

④ 登校後の無断外出・早退 

⑤ 試験における不正行為 

⑥ 金品等の貸し借り，個人間物品売買 

⑦ 道路交通法違反のうち程度の重いもの 

⑧ その他，学校が教育上指導を必要とす

ると判断した場合 

（３）第３段階「校内反省個別指導」 

次の行為があった場合，第３段階の指導や

諸機関との連携を行う。 

① 第２段階の指導で改善が見られない場   

合 

② 暴力行為（対教師，生徒間，対人，器

物破損，物にあたる） 

③ 飲酒・喫煙および準備行為（購入，所

持） 

④ いじめに加わっている場合 

⑤ 指導に従わない場合（無視，暴言） 

⑥ 無断外泊，家出および深夜徘徊 

⑦ 金品強要 

⑧ 無断アルバイト 

⑨ 暴走族等への加入および参加 

⑩ 不健全娯楽や不純異性交遊 

⑪ その他，学校が教育上指導を必要とす

ると判断した場合 

⑫ その他，法規・法令に違反する行為 

２ 問題行動を起こした生徒は，必要に応じ

て保護者との連携のもとに特別な指導を行

う。また，改善されない場合には，市教委，

警察，児童相談所等の関係諸機関と連携し

て指導を行う。  

第１０条 特別な指導のうち，反省指導は次

のとおりとする。 

(1) 説諭（反省指導内容を改めることができ

るよう，教職員が個別指導を行う。） 

(2) 校内反省指導（別室反省指導・授業反省

指導，奉仕活動等） 

(3) 家庭反省指導（※） 

(4) 指導は，担任を中心に全教職員が組織的

に対応する。 

２ 別室指導は，空き教室で行う。 
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第１１条 反省指導は，原則として学校反省

とする。ただし，状況においては家庭反省

(※）を行う場合がある。 

２ 学校反省は登校させて別室で行う反省指

導と通常の学校生活（授業等）で行う授業

反省の２段階とする。   

(1) 反省指導期間中にある定期試験等は別

室で受験する。 

(2) 反省指導期間中にある学校行事や部活

動の公式大会への参加は禁止とする。 

【 学校反省の期間 】 

第１２条  別室反省指導の期間は，概ね３日

から５日とし，授業反省指導の期間は，お

おむね５日から１０日とする。ただし，問

題行動の程度や繰り返し等により指導期間

を変更することがある。 

※ 家庭反省を行わせる場合は，週休日及び

休日を活用して実施をする。 

【 規程の周知 】 

第１３条 学級における指導や，生徒を対象

とする全校集会，保護者を対象とする入学

説明会，家庭訪問，ＰＴＡ総会，懇談会な

どで直接説明する。 

【 規程の施行 】 

第１４条 この規程は，令和５年６月１６日

より施行する。 


